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平
成
十
年
七
月
の
開
館
以
来
、
児
童
・
生
徒
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
き
た
山
梨
県
立
科
学

館
が
、
三
月
二
十
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ア
タ
ー
に

は
、
次
世
代
型
最
新
鋭
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
あ
る
「
プ
レ

ア
デ
ス
シ
ス
テ
ム
」
が
全
国
で
は
じ
め
て
導
入
さ
れ
た
ほ

か
、大
き
な
シ
ャ
ボ
ン
膜
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
る「
ス

ー
パ
ー
シ
ャ
ボ
ン
カ
ー
テ
ン
」
や
マ
イ
ナ
ス
十
九
度
の
世

界
を
体
験
で
き
る｢

ひ
え
ひ
え
ワ
ー
ル
ド｣
な
ど
、
四
点

の
新
し
い
展
示
物
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

《
新
し
い
宇
宙
観
を
生
み
出
す

最
新
鋭
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
シ
ス
テ
ム
》

　
ス
ペ
ー
ス
シ
ア
タ
ー
に
は
、
次
世
代
型
最
新
鋭
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
で
あ
る
「
プ
レ
ア
デ
ス
シ
ス
テ
ム
」
が
、
全
国

で
は
じ
め
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。「
プ
レ
ア
デ
ス
シ
ス
テ

ム
」
は
、
光
学
式
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｒ
‐
Ⅱ
Ａ
　
Ｋ
ａ
ｉ
ｓ
ｅ
ｉ
」
と
、
二
つ
の
デ
ジ
タ
ル
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
ス
テ
ラ
ド
ー
ム
プ
ロ
」 「
ユ
ニ
ビ
ュ
ー
」

が
、
連
動
し
て
動
く
こ
と
で
、
地
球
か
ら
眺
め
る
美
し
い

星
空
か
ら
、
宇
宙
の
果
て
ま
で
、
時
空
を
超
え
た
自
由
自

在
な
旅
を
す
る
こ
と
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の
旅

は
、
人
々
に
「
地
球
上
に
生
き
る
奇
跡
」
そ
し
て
「
心
の

中
の
深
い
宇
宙
」
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

《
科
学
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

体
験
型
展
示
物
が
登
場
》

●
ス
ー
パ
ー
シ
ャ
ボ
ン
カ
ー
テ
ン

　
き
ら
き
ら
光
る
シ
ャ
ボ
ン
に
包
ま
れ
る
…
そ
ん
な
体
験

が
で
き
る
シ
ャ
ボ
ン
カ
ー
テ
ン
装
置
が
新
た
に
お
目
見
え

し
ま
し
た
。

　
一
人
で
体
験
す
る
「
一
人
用
シ
ャ
ボ
ン
装
置
」
と
、
家

族
や
友
達
が
一
緒
に
体
験
で
き
る
直
径
三
・
五
メ
ー
ト
ル

の
国
内
最
大
級
「
巨
大
シ
ャ
ボ
ン
カ
ー
テ
ン
装
置
」
の
二

種
類
が
あ
り
ま
す
。
シ
ャ
ボ
ン
の
内
側
か
ら
の
風
景
を
観

察
す
る
こ
と
で
、い
ろ
い
ろ
な
不
思
議
を
発
見
で
き
ま
す
。

●
ひ
え
ひ
え
ワ
ー
ル
ド

　
地
球
の
生
命
が
生
存
す
る
の
に
適
し
た
気
温
を
保
っ
て

い
る
温
室
効
果
ガ
ス
。「
温
室
効
果
ガ
ス
が
な
い
地
球
は

ど
ん
な
に
寒
い
の
か(

マ
イ
ナ
ス
十
九
度)

」
を
体
感
す

る
こ
と
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
恩
恵
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
部
屋
が
登
場
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
近
年
温
室
効
果
ガ
ス
の
人
為
的

な
排
出
が
急
増
し
、「
地
球
温
暖
化
」
の
原
因
と
さ
れ
て

い
ま
す
。「
地
球
温
暖
化
が
地
球
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
も
た
ら
す
の
か
」
な
ど
の
映
像
も
、
同
時
に
部
屋
の

外
側
に
設
置
し
て
あ
る
モ
ニ
タ
ー
で
紹
介
し
ま
す
。

●
生
き
て
い
る
地
球
シ
ア
タ
ー

　
天
・
地
・
水
平
面
の
三
つ
の
ス
ク
リ
ー
ン
で
は
、
美
し
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い
地
球
の
生
物
や
自
然
気
象
の
他
、
私
た
ち
人
間
が
引
き

起
こ
し
て
い
る
地
球
規
模
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
を

映
像
で
紹
介
し
ま
す
。

　
正
面
の
一
〇
〇
イ
ン
チ
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
地
球
温
暖
化

に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
現
象
の
映
像
、
天
井
の
ス
ク
リ

ー
ン
に
は
山
梨
と
地
球
の
空
で
起
こ
っ
て
い
る
気
象
現

象
、
床
に
は
絶
滅
危
惧
種
の
動
物
た
ち
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が

映
し
出
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
映
像
空
間
で
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
気
付

き
、
そ
し
て
問
い
か
け
る
「
発
見
」
と
「
学
び
」
の
場
を

演
出
し
ま
す
。

●
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
日
本
実
験
棟
「
き
ぼ
う
」
を

模
し
た
空
間
が
広
が
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
宇
宙

と
い
う
特
殊
な
環
境
下
で
行
わ
れ
て
い
る
実
験
や
研
究
の

様
子
や
、
月
周
回
衛
星
「
か
ぐ
や
」
が
撮
影
し
た
映
像
を

は
じ
め
、
宇
宙
に
関
す
る
最
新
映
像
を
観
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
こ
の
他
、
宇
宙
服
で
の
記
念
撮
影
や
無
重
力
空
間
バ
ー

チ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
も
楽
し
め
、宇
宙
へ
の
興
味
を
誘
い
ま
す
。

《
学
習
利
用
に
つ
い
て
の
ご
案
内
》

　
当
館
で
は
、「
科
学
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、

豊
か
な
感
性
と
創
造
性
を
育
み
、
も
っ
て
教
育
及
び
文
化

の
発
展
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
保
育
所
・

幼
稚
園
・
小
中
学
校
・
高
校
お
よ
び
特
殊
教
育
諸
学
校
の
、

教
育
課
程
に
基
づ
く
学
習
利
用
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
山
梨
県
内
の
学
校
の
学
習
利
用
時
に
は
、
事
前
に
「
学

習
利
用
申
込
書
（
兼
入
館
料
等
免
除
申
請
書
）」
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
入
館
料
と
観
覧
料
が
原
則
無
料

と
な
り
ま
す
。（
一
部
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組
と
実
験
等

の
材
料
費
は
有
料
に
な
り
ま
す
。
利
用
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　
こ
の
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
加
わ
り
ま
し
た
の
で
、
さ
ら
な
る
学
習
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
学
習
利
用
に
つ
い
て

　
新
し
い
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、
小
学
校
四
年
及
び
六

年
、
中
学
校
の
理
科
指
導
要
領
天
文
分
野
の
内
容
す
べ
て

を
映
像
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
最
新
鋭
の

機
器
に
よ
り
再
現
さ
れ
た
星
の
動
き
や
月
の
満
ち
欠
け
な

ど
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
思
い
の
ま
ま
に
星
を
つ
な
い
で
星
座
を
作

り
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
星
座
づ
く
り

や
、
宇
宙
旅
行
さ
な
が
ら
の
体
験
が
で
き
る
ソ
フ
ト
の
操

作
体
験
、
過
去
や
未
来
の
星
空
を
自
在
に
投
影
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
児
童
・
生
徒
の
成
人
式
の
日
の
星
空
と
い

っ
た
未
来
の
星
空
も
投
影
で
き
ま
す
の
で
、
特
に
二
分
の

一
成
人
式
を
迎
え
る
四
年
生
に
は
十
年
後
の
星
空
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、
補
聴
シ
ス
テ
ム
や
字
幕

投
影
機
能
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。
難
聴
の
生
徒
さ
ん

は
個
々
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
調
整
で
き
る
ヘ
ッ
ド
ホ
ー
ン
を

お
貸
し
し
ま
す
。
ま
た
、
点
字
の
星
図
や
副
音
声
も
ご
用

意
で
き
ま
す
。

●
展
示
室
の
学
習
利
用
に
つ
い
て

　
学
習
利
用
で
展
示
室
を
利
用
す
る
際
に
、
児
童
・
生
徒

の
み
な
さ
ん
が
、
展
示
ア
イ
テ
ム
の
利
用
を
通
じ
て
楽
し

く
科
学
を
体
験
で
き
る
よ
う
、
独
自
の
学
習
シ
ー
ト
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。｢

チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ー
ト｣

の
問
題
は
、
小
学
校
の
理
科
・
中
学
校
の
科

学
の
単
元
と
関
連
す
る
よ
う
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
実
験
工
作
室
の
学
習
利
用
に
つ
い
て

　
実
験
工
作
室
で
は
、
学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
液
体
窒

素
や
お
い
し
い
電
気
パ
ン
の
実
験
、
大
人
気
の
万
華
鏡
や

磁
石
を
使
っ
た
工
作
な
ど
、
数
々
の
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え

て
お
り
、
学
年
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
実
験
、
工
作
を
行

う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

実
験
メ
ニ
ュ
ー

超
低
温
の
世
界
・
・
・
・
・
・
・
一
七
〇
円

電
気
パ
ン
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
〇
〇
円

光
る
ス
ラ
イ
ム
・
・
・
・
・
・
・
一
〇
〇
円

工
作
メ
ニ
ュ
ー

ス
ー
パ
ー
ビ
ー
玉
万
華
鏡
・
・
・
一
八
〇
円

の
ぼ
り
虫
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
五
〇
円

ス
カ
イ
ス
ク
リ
ュ
ー
・
・
・
・
・
二
五
〇
円

（
こ
れ
ら
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
。）

●
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
の
学
習
利
用
に
つ
い
て

　
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
は
、
見
て
納
得
・
満
足
、
面
白
く

て
た
め
に
な
る
実
験
シ
ョ
ー
で
す
。
約
三
〇
分
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
学
校
の
要
望
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
の
で
、
授

業
の
予
習
、
復
習
、
応
用
と
し
て
も
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
科
学
の
不
思
議
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

《
電

話

番

号
》
〇
五
五
（
二
五
四
）
八
一
五
一

《
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
》 http://w

w
w

.ka
g
a
kuka

n.

　
　
　

P
ref-ya

m
a
na

shi.jp/w
eb/

g
uide_study.php
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夏
休
み
の
親
子
向
け
展
覧
会
と
し
て
、
小
学
校
の
国
語

の
教
科
書
に
の
っ
た
思
い
出
の
お
話
原
画
展
を
開
催
し
ま

す
。

　
美
術
館
と
文
学
館
が
共
同
で
開
催
す
る
本
展
で
は
光
村

図
書
の
教
科
書
に
登
場
し
た
お
話
を
中
心
に
作
品
の
約

三
〇
点
を
選
び
、
そ
の
挿
絵
原
画
お
よ
そ
二
〇
〇
点
を
紹

介
し
ま
す
。
小
学
校
の
国
語
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
物

語
は
、
挿
絵
と
共
に
世
代
を
超
え
て
、
多
く
の
人
の
記
憶

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
展
示
は
主
に
、
今
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
物
語
を
選
ぶ
た

め
、
現
役
小
学
生
に
で
も
楽
し
め
る
内
容
で
す
。
　
　

　
美
術
館
で
は
低
学
年
と
中
学
年
向
き
の
作
品
を
展
示

し
、
文
学
館
で
は
高
学
年
向
き
の
作
品
、
教
科
書
の
表
紙

の
原
画
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

（
主
な
展
示
作
品
）

「
く
じ
ら
ぐ
も
」

（
作
＝
中
川
李
枝
子
・
絵
＝
柿
本
幸
造
）

「
チ
ッ
ク
と
タ
ッ
ク
」

（
作
＝
千
葉
省
三
・
絵
＝
安
野
光
雅
）

「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」

（
再
話
＝
大
塚
勇
三
・
絵
＝
赤
羽
末
吉
）

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

（
作
＝
新
美
南
吉
、
絵
＝
か
す
や
昌
宏
）

「
白
い
ぼ
う
し
」

（
作
＝
あ
ま
ん
き
み
こ
・
絵
＝
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
）

■ 

関
連
事
業
も
充
実
！

　
本
展
は
関
連
事
業
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
誰
で
も
参

加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト「
く
じ
ら
ぐ
も
を
つ
く
ろ
う
！
」、「
夢

の
う
ろ
こ
で
龍
を
つ
く
ろ
う
」、「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
の
作
者

中
川
李
枝
子
先
生
の
講
演
会
、
親
子
の
た
め
の
特
別
授
業

「
お
と
な
を
休
も
う
」、「
子
ど
も
映
画
会
」も
開
催
し
ま
す
。

現
役
の
小
学
生
も
、
昔
小
学
生
だ
っ
た
大
人
も
、
思
う
存

分
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

Ａ
記
念
講
演
会
「
く
じ
ら
ぐ
も
と
い
っ
し
ょ
に
」

　
日
時
　
七
月
二
十
五
日
（
日
）
一
時
半
～

　
講
師
　
中
川
李
枝
子
（
児
童
文
学
作
家
）

　
場
所
　
文
学
館
講
堂
（
定
員
五
〇
〇
名
）

Ｂ
「
教
科
書
が
で
き
る
ま
で
＆
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
体
験
」

　
日
時
　
八
月
一
日
（
日
）
二
時
半
～

　
講
師
　
飯
田
順
子
・
森
下
耕
治
（
光
村
図
書
出
版
株
式

会
社
）

　
場
所
　
文
学
館
研
修
室
（
一
〇
〇
名
）

　
内
容
　
教
科
書
づ
く
り
の
行
程
や
苦
労
話
、
親
の
小
学

生
時
代
に
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
を
体
験
で
き
ま
す
。

Ｃ
「
お
と
な
を
休
も
う
」（
ご
ん
ぎ
つ
ね
）

　
日
時
　
七
月
三
十
一
日
（
土
）
一
時
半
～

　
講
師
　
岡
村
太
郎
（
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
附
属

小
学
校
教
諭
）

　
場
所
　
文
学
館
研
修
室
（
定
員
三
〇
名
）

　「
お
と
な
を
休
も
う
」（
く
じ
ら
ぐ
も
）

　
日
時
　
八
月
十
四
日
（
土
）
一
時
半
～

　
講
師
　
小
尾
俊
彦
（
甲
府
市
立
池
田
小
学
校
教
諭
）

　
場
所
　
美
術
館
総
合
実
習
室
（
定
員
三
〇
名
）

　
内
容
　
ベ
テ
ラ
ン
国
語
教
師
の
授
業
が
、
大
人
も
子
ど

も
も
、
も
ち
ろ
ん
親
子
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
は
学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

Ｄ
親
子
ほ
の
ぼ
の
朗
読
会

　
日
時
　
八
月
二
十
八
日
（
土
）
二
時
半
～

　
朗
読
　
溝
口
朗
読
サ
ー
ク
ル

　
場
所
　
芸
術
の
森
公
園
内
　
茶
室
「
素
心
庵
」（
定
員

七
十
五
名
）

　
内
容
　「
に
ほ
ん
ご
で
あ
そ
ぼ
」

　
　
　
　「
一
つ
の
花
」
ほ
か

Ｅ
子
ど
も
映
画
会
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
な
ど

　
日
時
　
八
月
八
日
（
土
）
一
時
半
～

　
場
所
　
文
学
館
講
堂
（
定
員
五
〇
〇
名
）

　
子
ど
も
映
画
会
「
ス
イ
ミ
ー
」
な
ど

　
日
時
　
八
月
二
十
九
日
（
日
）
二
時
半
～

　
場
所
　
美
術
館
総
合
実
習
室
（
定
員
一
〇
〇
名
）

＊
関
連
事
業
は
す
べ
て
無
料
で
す
。
Ｅ
以
外
は
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
美
術
館
か
文
学
館
ま
で
電
話
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
　
七
月
二
十
五
日
（
日
）
～

　
　
　
　
　
八
月
二
十
九
日
（
日
）

4

● 特集２：初めての共同特別展　くじらぐもからチックタックまで ●

初
め
て
の
共
同
特
別
展
　く
じ
ら
ぐ
も
か
ら
チ
ッ
ク
タ
ッ
ク
ま
で

　
小
学
校
国
語
教
科
書
に
の
っ
た
思
い
出
の
お
話
原
画
展
　
　
　
　
　
　
― 

県
立
美
術
館
・
文
学
館 

―

特　集 2



開
館
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
　
　
　
　（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

休

館

日
　
八
月
二
日
、
九
日
、
二
十
三
日

観

覧

料
　
一
般
　
一
〇
〇
〇
円
（
八
四
〇
円
）

　
　
　
　
　
大
・
高
生
　
五
〇
〇
円
（
四
二
〇
円
）

　
　
　
　
　
中
・
小
生
　
二
六
〇
円
（
二
一
〇
）
円
）

（
　
）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金
、
県

内
宿
泊
者
割
引
料
金

小
・
中
・
高
等
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土

曜
日
無
料

六
五
歳
以
上
の
方
（
健
康
保
険
証
等
持
参
）

は
無
料

障
害
者
手
帳
を
ご
持
参
の
場
合
ご
本
人
と

介
護
の
方
一
名
が
無
料

県
内
の
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
生
は
夏

休
み
フ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
で
無
料

問
い
合
わ
せ
先

◆
県
立
美
術
館

　
電
話
番
号
　
〇
五
五
―
二
二
八
―
三
三
二
二

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
　
〇
五
五
―
二
二
八
―
三
三
二
四

◆
県
立
文
学
館

　
電
話
番
号
　
〇
五
五
―
二
三
五
―
八
〇
八
〇

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
　
〇
五
五
―
二
二
六
―
九
〇
三
二

＊
県
内
小
・
中
学
生
が
描
い
た
「
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
お

話
の
絵
」
や
、
国
語
教
科
書
の
思
い
出
を
広
く
募
集
し

た
感
想
文
は
、
七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十
九
日
ま

で
、
展
示
室
や
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

5
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１
　
事
業
の
目
的

　
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
に
お
い
て

は
、
児
童
・
生
徒
の
体
験
的
な
学
習
の

充
実
を
図
り
、
児
童
生
徒
に
「
生
き
る

力
」
を
は
ぐ
く
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、
児
童
・

生
徒
が
い
き
い
き
と
学
び
、
学
校
教
育

の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
幅
広
い
知
識
・
経
験
や
優
れ
た
技

能
を
も
つ
、
地
域
在
住
の
専
門
家
や
社

会
人
の
方
を
学
校
に
招
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
学
校
の
年
間
指
導
計
画
の

も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
分
野
の
講

義
や
実
技
指
導
な
ど
を
通
し
て
、
豊
か

な
学
び
が
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
　
事
業
の
内
容

　
本
事
業
は
、
平
成
九
年
度
よ
り
行
わ

れ
て
お
り
、
本
年
度
で
十
四
年
目
を
迎

え
る
事
業
で
す
。
県
下
の
小
・
中
学
校

及
び
特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
を

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
在

住
す
る
様
々
な
専
門
的
分
野
で
、
優
れ

た
技
術
や
専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
を

特
別
非
常
勤
講
師
と
し
て
任
命
し
、
各

教
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、道
徳
、

そ
し
て
小
学
校
外
国
語
活
動
の
授
業
に

お
い
て
、
各
学
校
の
特
色
あ
る
授
業
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
の
授
業
で
は
、
地
域
の
特
色
や

特
性
等
を
生
か
し
た
体
験
的
な
学
習
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
お
け
る
米
づ
く
り
や

家
庭
科
で
の
郷
土
料
理
づ
く
り
、
音
楽

科
に
お
け
る
和
楽
器
の
演
奏
指
導
や
小

学
校
外
国
語
活
動
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
授
業
が

行
わ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び

の
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

○
平
成
二
十
一
年
度
の
実
績

　
次
の
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

百
九
十
四
校
の
小
・
中
学
校
で
、
の
べ

四
百
五
十
名
近
く
の
講
師
の
先
生
方
に

よ
り
授
業
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
で
は
、
講
師
の
先
生
と
事
前

に
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
よ
り

よ
い
授
業
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。そ
こ
に
は
、普
段
の
授
業
と
は
違
っ

た
視
点
を
も
つ
特
色
あ
る
活
動
に
対
し

て
、
児
童
・
生
徒
た
ち
が
、
自
ら
進
ん

で
取
り
組
み
、
積
極
的
に
授
業
を
受
け

よ
う
と
す
る
学
び
の
姿
勢
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

３
　
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

　
こ
の
事
業
は
長
年
に
わ
た
り
継
続
し

て
い
る
人
気
の
高
い
事
業
で
す
。
今

後
、
さ
ら
に
活
用
す
る
学
校
の
割
合
が

増
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
実
践
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
内
容
を
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
つ
い
て
の
実
践
校
の
様

子
を
、
以
下
の
山
梨
県
教
育
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
://w

w
w
.y
p
e
c
.e
d
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p
/

g
im
u
k
y
o
/
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● 「いきいき教育地域人材活用推進事業」の紹介 ●

表：平成２１年度の実績（特別支援学校を除く）

活 用 回 数
１２５５回（２５１０時間）

※ 特別支援学校は、４３回

の べ 講 師 数 ４４９名

活 用 学 校 数 １９４校（平成２１年度）

活用校の割合 ６６.６％（２９４校中）

「
い
き
い
き
教
育
地
域
人
材
活
用
推
進
事
業
」
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
― 

義
務
教
育
課 

―  



は
じ
め
に

　
甲
府
工
業
高
校
電
子
科
で
は
「
制
御
に
関
す
る
技
術
」、

「
通
信(

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
に
関
す
る
技
術
」、「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
技
術
」
の
習
得
を
目
指
し
て
日
々
の

教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
「
制
御
に
関
す
る

技
術
」
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
継

続
的
に
レ
ゴ
・
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
を
使
用
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成

果
と
し
て
、
昨
年
度
初
め
て
日
本
代
表
と
し
て
Ｗ
Ｒ
Ｏ

（W
o
rld

 R
o
b
o
t O

ly
m

p
iad

）
国
際
大
会
へ
の
出
場
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｗ
Ｒ
Ｏ
大
会
と
は

　
Ｗ
Ｒ
Ｏ
大
会
は
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト

で
す
。
世
界
中
の
児
童
・
生
徒
た
ち
が
、
各
々
ロ
ボ
ッ
ト

を
製
作
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
自
動
制
御
す
る
技
術
を

競
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
市
販
ロ
ボ
ッ
ト
キ
ッ
ト（
レ
ゴ
・

マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
）
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
参
加
し
や

す
く
、
科
学
技
術
を
身
近
に
体
験
で
き
る
場
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
国
際
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｒ
Ｏ
活

動
の
目
的
は
、
教
育
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
へ
の
挑
戦
を
通

じ
て
、
児
童
・
生
徒
た
ち
の
創
造
性
と
問
題
解
決
能
力
を

育
成
す
る
こ
と
で
す
。

Ｗ
Ｒ
Ｏ
２
０
０
９
国
際
大
会
ま
で
の
経
緯

　
下
図
は
Ｗ
Ｒ
Ｏ
大
会
の
開
催
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
日
本

国
内
地
区
予
選
は
小
中
高
校
生
大
会
を
全
て
含
め
る
と

二
十
五
ヶ
所
、七
〇
〇
チ
ー
ム
の
参
加
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

我
が
校
の
チ
ー
ム
は
八
月
五
日
（
水
）
に
神
奈
川
工
科
大

学
で
行
わ
れ
た
地
区
予
選
競
技
会
を
勝
ち
抜
き
、
日
本
決

勝
大
会
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

八
月
二
十
三
日
（
日
）
に
東
京
の
科
学
技
術
館
で
行
な
わ

れ
た
Ｗ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
決
勝
大
会
で
は
、
審
査
員
特
別

賞
と
課
題
を
全
て
克
服
し
た
チ
ー
ム
に
与
え
ら
れ
る
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
賞
を
受
賞
し
、
Ｗ
Ｒ
Ｏ
国
際
大
会
へ
の
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
九
年
度
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
カ
テ
ゴ
リ
ー
部
門
に
お

い
て
は
、
小
学
生
三
チ
ー
ム
、
中
学
生
一
チ
ー
ム
、
高
校

生
四
チ
ー
ム
が
日
本
代
表
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月

七
日
（
土
）、
八
日
（
日
）
に
韓
国
浦
項
市
の
浦
項
工
科

大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
大
会

に
は
、世
界
二
十
四
ヶ
国
か
ら
二
五
〇
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
競
技
以
外
で
も
異
文
化
交
流
を

深
め
ら
れ
、
数
多
く
の
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
特
に
ア
ジ
ア
勢
の
め
ざ
ま
し
い
躍
進
に
、
生
徒
・
教
員

共
々
強
い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
、
入
賞
を

逃
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
経
験
に
よ
り
国
際
大
会
に
再
挑

戦
し
た
い
と
い
う
新
た
な
気
持
ち
を
湧
か
せ
る
も
の
で
し

た
。

お
わ
り
に

　
ロ
ボ
ッ
ト
大
会
に
参
加
を
始
め
て
か
ら
十
一
年
目
で
、

初
の
国
際
大
会
出
場
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
生
徒
た
ち
の

み
な
ら
ず
、
教
員
に
対
し
て
も
非
常
に
よ
い
経
験
と
な
る

も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
の
マ
ス
コ
ミ
各
社
か
ら
取
材
を
受
け
、
学

校
の
広
報
活
動
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
Ｗ
Ｒ
Ｏ
大
会
は
当
日
発
表
さ
れ
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
ル
ー
ル

が
あ
り
、
生
徒
だ
け
で
課
題
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
ル
ー
ル
に
よ
り
生
徒
達
の
本
当
の
実
力
が
試

さ
れ
ま
す
。
体
験
活
動
を
通
じ
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、
生
徒
の
問
題
解
決
能
力
、
ひ
い
て
は
生
き
る
力

が
培
わ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
素
晴
ら
し
い
大
会
で

あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
大
会
へ
参
加
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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Ｗ
Ｒ
Ｏ
（
世
界
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
）
国
際
大
会
出
場
報
告
〈
甲
府
工
業
高
校
〉 

　
　
　
　
　
　
　
　
― 

高
校
教
育
課 

―  

ドイツ代表チームと記念撮影

図：ＷＲＯ大会の開催イメージ
（提供：WRO Japan 実行委員会 http://

www.wroj.org/）



　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
の

就
学
指
導
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
就
学
指
導
に
係
わ

る
方
々
に
向
け
て
、「
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
就
学
指
導

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」（
以
下「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」と
い
い
ま
す
。）

を
作
成
し
ま
し
た
。

◆
就
学
義
務
に
つ
い
て

　
憲
法
、
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
、
保

護
者
は
、
そ
の
保
護
す
る
子
女
を
九
年
間
、
小
・
中
学
校

又
は
特
別
支
援
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
負
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
は
児
童
生
徒
を
就
学
さ
せ
る
の
に
必
要

な
小
・
中
学
校
の
設
置
が
、
都
道
府
県
は
特
別
支
援
学
校

の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
就
学
基
準
等

　
特
別
支
援
学
校
に
就
学
す
る
障
害
の
程
度
は
、
学
校
教

育
法
施
行
令
第
二
十
二
条
の
三
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
特

別
支
援
学
級
や
通
級
に
よ
る
指
導
の
対
象
と
な
る
障
害
の

種
類
と
程
度
は
、
別
途
、
文
部
科
学
省
の
通
知
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
基
準
は
、国
が
一
定
水
準
の
教
育
を
確
保
し
、

児
童
生
徒
が
そ
の
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
最
も
ふ
さ
わ
し

い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

◆
市
町
村
教
育
委
員
会
の
判
断
の
重
要
性

　
平
成
十
二
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
「
地
方
分
権
の
推
進

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」（
い

わ
ゆ
る
地
方
分
権
一
括
法
）
に
よ
り
、
就
学
事
務
は
国
の

機
関
委
任
事
務
か
ら
市
町
村
教
育
委
員
会
が
行
う
自
治
事

務
に
変
更
さ
れ
、
市
町
村
教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も
の
教

育
に
つ
い
て
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
自
己
決
定
・
自
己

責
任
の
原
則
の
下
、
就
学
事
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
た
め
、
学
齢
段
階
に
お
い
て
は
、
市
町
村
教
育
委

員
会
が
責
任
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
障
害
に
つ
い
て
の
専
門
家
や
就
学
指

導
委
員
会
の
意
見
を
聞
く
な
ど
し
て
適
切
な
就
学
指
導
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
就
学
指

導
を
適
切
に
進
め
る
こ
と
が
特
別
支
援
教
育
の
根
幹
を
支

え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
今
回
、
就
学
指
導
に

関
わ
る
基
本
的
な
手
続
き
や
、
申
請
書
類
等
を
一
冊
の
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
毎
年
、
県
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
市
町
村
教
育
委
員

会
就
学
事
務
担
当
者
へ
の
説
明
会
や
、
学
校
現
場
の
教
員

が
就
学
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
資
料
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
に
よ
り
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
就
学
指
導
が
一
層
推
進
さ
れ

ま
す
よ
う
、
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
本
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

（h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.y

a
m

a
n
a
sh

i.jp
/g

a
k
k
o
su

i/

tok
u
b
e
tsu

sh
ie

n
/tok

u
b
e
tsu

sh
ie

n
k
y
ou

ik
u
.h

tm
l

）
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● 障害のある子どもの就学指導について ●

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
就
学
指
導
に
つ
い
て

― 

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室 

―



　
県
教
育
委
員
会
は
、
去
る
五
月
七
日

に
平
成
二
十
三
年
度
の
入
学
者
選
抜
に

関
す
る
基
本
事
項
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
入
学
者
選
抜
制
度
の
主
な
特
徴
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

一
　
住
所
に
関
係
な
く
、
ど
の
学
校
に

も
志
願
で
き
ま
す
。

二
　「
前
期
募
集
」
と
「
後
期
募
集
」

の
二
度
の
受
検
機
会
が
あ
り
ま
す
。

三
　「
前
期
募
集
」で
は
、自
分
の
興
味
・

関
心
、
特
性
を
生
か
し
た
受
検
が
で

き
ま
す
。

四
　「
後
期
募
集
」
で
は
、
志
願
先
高

校
に
普
通
科
、
専
門
教
育
学
科
又
は

総
合
学
科
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場

合
、
志
願
す
る
学
科
の
ほ
か
に
第
二

希
望
ま
で
志
望
順
位
を
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
三
年
度
入
学
者
選
抜
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
．
全
日
制
前
期
募
集

①
検
査
方
法

面
接
の
ほ
か
、
各
高
校
が
定
め
る
作

文
、
特
技
、
個
性
表
現
の
い
ず
れ
か

を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

②
出
願
期
間

平
成
二
十
三
年
一
月
十
二
日
（
水
）

か
ら
一
月
十
四
日
（
金
）

③
検
査
期
日

平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
五
日

（
火
）、
二
十
六
日
（
水
）

④
入
学
許
可
予
定
者
の
内
定
日

　
平
成
二
十
三
年
二
月
二
日
（
水
）

二
．
全
日
制
後
期
募
集

①
学
力
検
査

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
及
び
英

語
（
リ
ス
ニ
ン
グ
含
む
。）
を
実
施

し
ま
す
。

②
出
願
期
間

平
成
二
十
三
年
二
月
十
六
日
（
水
）

か
ら
二
月
十
八
日
（
金
）

③
検
査
期
日

　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
日
（
木
）

④
入
学
許
可
予
定
者
の
発
表

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
（
金
）

三
．
全
日
制
再
募
集

①
検
査
方
法

面
接
の
ほ
か
、
作
文
又
は
新
た
に
行

う
学
力
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

②
出
願
期
間

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
（
金
）、

三
月
十
四
日
（
月
）、
三
月
十
五
日

（
火
）

③
検
査
期
日

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
六
日
（
水
）

④
入
学
許
可
予
定
者
の
発
表

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
八
日
（
金
）

四
．
定
時
制
課
程
入
学
者
選
抜

①
検
査
方
法

学
力
検
査
及
び
面
接
を
実
施
し
ま

す
。

②
出
願
期
間

平
成
二
十
三
年
二
月
十
六
日
（
水
）

か
ら
二
月
十
八
日
（
金
）

③
検
査
期
日

平
成
二
十
三
年
三
月
三
日
（
木
）、

四
日
（
金
）

④
入
学
許
可
予
定
者
の
発
表

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
（
金
）

五
．
定
時
制
課
程
再
募
集

①
検
査
方
法

再
募
集
に
当
た
っ
て
の
学
力
検
査
及

び
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

②
出
願
期
間

平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日
（
火
）

か
ら
三
月
十
八
日
（
金
）
及
び
三
月

二
十
二
日
（
火
）

③
検
査
期
日

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
三
日
（
水
）

④
入
学
許
可
予
定
者
の
発
表

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日
（
金
）

六
．
そ
の
他

①
詳
細
に
つ
い
て
は
、別
に
定
め
る「
平

成
二
十
三
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学

校
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
」
に
よ
り

ま
す
。（
十
月
下
旬
公
表
予
定
）

②
平
成
二
十
三
年
度
入
試
の
募
集
定
員

は
、
中
学
校
卒
業
予
定
者
の
進
路
希

望
調
査
な
ど
を
考
慮
し
、
十
一
月
上

旬
に
決
定
す
る
予
定
で
す
。
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●平成二十三年度山梨県公立高等学校入学者選抜の基本事項について ●

平
成
二
十
三
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の
基
本
事
項
に
つ
い
て

― 

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室 

―



　
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
は
、
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
の
人
材
バ
ン
ク
で

す
。「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
楽
し
く
有
意
義
な
学
習
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
優
れ
た
人
材
に
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
登
録
者
の
一
覧
は
個
人
情
報
を
除
い
て
冊
子
に
作
成
し
、
市
町
村
・
市
町
村
教
育
委
員

会
・
公
民
館
・
福
祉
施
設
・
小
中
学
校
等
に
配
布
さ
れ
、
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
は
、
次
の
よ
う
に
大
き
く
五
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
か

れ
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
が
い
く
つ
か
の
小
テ
ー
マ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
家
庭
生
活
（
衣
食
住
、
健
康
、
子
育
て
、
介
護
、
消
費
生
活
等
）

・
職
業
生
活
　(

経
理
・
管
理
、
農
林
水
産
業
、
商
工
業
、
情
報
処
理
等
）

・
社
会
生
活
（
教
育
、
福
祉
、
自
然
・
環
境
、
地
域
づ
く
り
等
）

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
（
球
技
、
野
外
活
動
、
ダ
ン
ス
等
）

・
文
化
・
教
養
（
美
術
・
書
道
、
音
楽
、
諸
芸
、
人
文
・
自
然
科
学
等
）

　
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
を
利
用
し
た
い
方
は
、
近
く
の
教
育
事
務
所
に
電
話

で
申
し
込
み
ま
す
。
教
育
事
務
所
は
申
し
込
み
を
受
け
て
登
録
者
に
打
診
を
し
、
内
諾
を

得
た
後
利
用
者
へ
紹
介
を
し
ま
す
。
紹
介
を
受
け
た
利
用
者
は
、登
録
者
と
直
接
連
絡
し
、

日
時
・
内
容
等
を
決
定
し
ま
す
。

　
指
導
者
派
遣
に
要
す
る
経
費
は
、
原
則
と
し
て
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
食

事
代
・
交
通
費
・
材
料
費
・
資
料
代
及
び
傷
害
の
危
険
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の
傷
害
保
険

等
そ
の
他
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
は
、
登
録
者
と
利
用
者
の
間
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
講
演
会
や
講
座
等
の
テ
ー
マ
設
定
や
講
師
の
依
頼
な
ど
、
生
涯
学
習
に
関
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
教
育
事
務
所
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
講
師
と
し
て
登
録
を
希
望
し
た
い
個
人
又
は
団
体
は
、
教
育
事
務
所
に
、
登
録

申
し
込
み
書
を
提
出
し
ま
す
。
個
人
又
は
団
体
が
、
生
涯
学
習
の
指
導
者
と
し
て
適
当
と

認
め
ら
れ
た
場
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

　
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
情
報
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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● 生涯学習ボランティアバンク（人材バンク）の活用を ●

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
（
人
材
バ
ン
ク
）
の
活
用
を

― 

社
会
教
育
課 

―

まずは、相談を…。

ボランティアバンク
の問い合わせ

○中北教育事務所
　TEL 0551-23-3008
　FAX 0551-23-3013

○峡東教育事務所
   TEL 0553-20-2731
　FAX 0553-20-2733

○峡南教育事務所
　TEL 0556-22-8154
　FAX 0556-22-8144

○富士・東部教育事務所
　TEL 0554-45-7841
　FAX 0554-45-7823

○山梨県教育庁
　社会教育課
　成人・家庭教育担当
　TEL 055-223-1772
　FAX 055-223-1775



　県内の美術館、博物館等が、相互に連携して活性化を図り、活動の充実や利用者へのサービスの向上を目指

す「ミュージアム甲斐・ネットワーク」会員施設の紹介をします。

　当館は水晶をはじめ様々な天然石を展示していま

す。大きなドーム型のアメジストや美しいカット石、

山梨の造形作家による水晶の作品など天然石の魅力を

十分に味わうことが出来ます。

　博物館で水晶産業の歴史を学んだあとは、無料の守

護石調べがおすすめです。自分の守護石を知り身につ

けることで、天然石の魅力をより身近に感じることが

できます。

住　　所　甲府市貢川１－１－７

電話番号　０５５－２２８－７００３

担 当 者　渡辺　山内

休 館 日　なし

入 館 料　小・中学生　300 円

　　　　　高校生以上　500 円

　　　　　団体 20 名様以上 2 割引

駐 車 場　無料（30 台）

Ｕ Ｒ Ｌ　http://www.tanzawa-net.co.jp/

　当館は、写真専門の美術館として開館 15 周年を迎

えます。世界の若い写真家を支援するため作品を購入・

収蔵する「ヤング・ポートフォリオ」を継続しています。

　日本文化の向上のためには幼時期から親しく芸術に

触れ合うことが望ましいと言われる中、当館では小学

生～大人向けに写真の原点ピンホールカメラのワーク

ショップ（希望校には課外授業も受入可）、ガーデン

散策と写真鑑賞を組み合わせた自然観察会、星をみる

会など、自然科学と芸術をつなぎ、当館の基本理念「生

命（いのち）あるものへの共感」を来館者とわかちあ

えるような展覧会とイベントの開催を目指していま

す。

住　所　北杜市高根町清里 3545-1222

　　　　（長坂または須玉 I.C. より約 20 分）

電話番号　0551-48-5599　FAX:0551-48-5445

e-mail　info@kmopa.com

担当者  山地（主任学芸員）、田村（学芸員）

開館時間　10：00 ～ 18：00（入館は 17：30 まで）

休館日　火曜日（7,8 月は無休 祝日は開館）、展示替

え期間、冬季休館

入館料　一般 800 円　学生 600 円　中高生 400 円

小学生は無料、友の会会員は無料、2 ～ 6 名

様までの家族は全員で 1200 円

駐車場　無料（普通車 45 台、バス 6 台）

ＵＲＬ　http://www.kmopa.com/

ミュージアム甲斐・ネットワーク  

～県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して～

― 学術文化財課 ―
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● ミュージアム甲斐・ネットワーク〜県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して〜 ●

 クリスタル・ミュージアム　（甲府市）

清里フォトアートミュージアム（K・MoPA ＝ケイ・モパ）　（北杜市）

美術館・外観（栗生明氏設計） ヤマネの写真で知られる西村豊氏と自
然観察会

ピンホールカメラ・ワークショップ北
杜市内の小・中学生が参加



　夏休みの宿題の中でも自由研究は、子どもたちだけでな
く、お家の方や先生方にとってもやっかいな宿題のひとつ
かもしれません。「何を調べたらいいか思いつかない」と
か「調べ方がわからない」などの子どもたち自身の悩みや、

「アドバイスが難しい」といった指導する側の悩みが尽き
ないことでしょう。
　そこで活用していただきたいのが博物館施設です。県内
には美術、歴史、科学、自然など様々な分野の博物館施設
があります。展示や解説を見ながら自由研究のテーマを探
ってみるといいと思います。館内の図書室で調べたり、専
門職員に相談してみるのもいいでしょう。

　一度にたくさんの博物館施設の内容を知りたいという
人には「夏休み自由研究プロジェクト」（詳細下記）がお
すすめです。県内の博物館施設が集まってワークショップ
を開催し、自由研究や工作のヒントを提供しています。
　さらに、今年からは「夏休みなんでも質問箱」も開設さ
れ、子どもたちの質問に博物館が答えます。実施の詳細は、
７月に県内全小中学校に配布する「『交い』特別号」をご
覧ください。自由研究で困ったら博物館へ。児童生徒のみ
なさんと先生方のお力になれると思います。

「夏休み自由研究プロジェクト」
日　時：平成２２年７月１９日（月・海の日）
　　　　午後１時３０分～午後４時３０分
場　所：アイメッセ山梨　展示場
　　　　（山梨県甲府市大津町 2192-8）
内　容：県内の博物館・美術館が集まって、自由研究や

工作のヒントを提供します。参加館は、約２０
館です（予定）。

申込み：不要
参加費：無料　※ 各館の実施内容により、材料費が必要

なブースもあります。

　2004 年 10 月新潟県中越地震が発生。刻々とニュースが

報じられ、居ても立ってもいられなくなり車に野営の準備

をしてボランティアに行くことにした。高速道路を降りて

小千谷市へ向かう道はあちこち波打ち、山崩れで川はせき

止められていた。現地に到着してボランティアの登録を待

って並んでいた時にはドーンと強い余震が来て、一気に緊

張が高まった。夜テントの中で横になっている時も、幾度

も余震に襲われて眠れる状況ではなかった。

　ボランティアでは、数人でチームを組んで集落を巡り、

子どもの遊び相手や、壊れかけた台所で食器を片付ける作

業、避難場所の清掃等をさせていただいた。

　今、私たちの暮らしはＴＶや携帯電話・ゲームといった

もので溢れ、必要不可欠なものとなっているが、電気・ガス・

水道等のライフライン全てが遮断された世界で人の心を支

えていたのは、“話し合う“　“励まし合う“　“笑い合う“ 「人」

という存在であった。不安・悲しみ・喜び全ての感情を受

け止め、共感し合うことができるのは「人」であり、必要

不可欠であったはずの機械やものではなかったのだ。その

ことに気づかされた時は、とても温かい気持ちになった。

「人」の素晴らしさを実感し、本当に大切なものとは何か

を考えさせられた小千谷での数日間だった。

（県立わかば支援学校）

　今から２０年前、「高文連オーケストラ」の第１回定期

演奏会はある私立高校のホールで開催された。それ以来紆

余曲折を経ながらも「高文連オーケストラ」は今日まで運

営を継続している。

　「高文連オーケストラ」には様々な学校から技術的な習

熟度の違う生徒が集まっている。練習が毎週土曜日の午後

に実施されるのも、生徒の所属校が多岐にわたっており、

練習に団員が一堂に会することが容易ではないのも今も昔

も変わりがない光景だ。

　今も昔も変わらない光景はもう一つある。それは練習の

合間に生徒達が音楽だけでなく、各々の学校の出来事や

日々の出来事など色々な会話を交わしている姿。異なる学

校の生徒や小学生から高校生までの幅広い年代同士の生徒

との交流ができることは生徒達にとって貴重な経験になっ

ているようだ。その姿を見ていると「高文連オーケストラ」

に所属していた２０年前の高校時代の記憶が沸々とわいて

くる。

　この春に２０回目の節目となる定期演奏会を「高文連オ

ーケストラ」は開催した。練習会場などの課題も山積する

が、次の２０年に向けて団員共々歩んでいきたい。

（県立身延高等学校）

らくがき

「人の力」

村上　里

「２０年の時を越えて」

長田　猛
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● らくがき・博物館を活用した夏休み自由研究プロジェクト 〜夏休みの自由研究は、博物館がお助け！〜 ●

博物館を活用した夏休み自由研究プロジェクト
～夏休みの自由研究は、博物館がお助け！～

県立博物館

昨年の「夏プロ」会場の様子



　本校は、大月市の最も東にある全校児童 34 名の小学

校です。山や川などの豊かな自然環境と地域の方々の温

かい人柄にふれながら子どもたちは元気に育っていま

す。

　「かしこい子」の育成をめざして、児童会活動、学校

行事、校内研究に取り組んでいます。地域の方を講師と

して招き、畑を使った栽培活動などの体験活動を充実さ

せています。

　◇「大月市をアピールしよう」（５年生の実践）

　地域にある倉岳山や大月市の郷土料理「おつけだんご」

の魅力を保護者や地域の方に伝えました。また、講師と

して地域の方を招いて登山をしたり、おかぼ ( 畑ででき

る稲 ) を育て、粉にして「おつけだんご」にしたりしま

した。学んだことや経験したことをパンフレットにして、

駅や地域の商店に置きました。子どもたちは地域の魅力

を再発見し、愛着がもてたようです。

　◇ ｢ 学習発表会 ｣（12 月 5 日）

　毎年 12 月に生活科や総合的な学習の時間を使って発

表会をしています。保護者や地域の方をお客さんとして

招き、クイズや実験、制作などを楽しんでもらいながら

学習の成果を紹介しています。子どもたち自らの工夫が

見られ、来客者に好評です。

＜校訓＞『自主創造』を校訓とし、文武両道を目指し多

くの生徒が部活動に熱心に取り組んでいる活気のある学

校です。“さわやか教育”をモットーにさわやかな挨拶・

さわやかな服装を心掛けています。校内には生徒同士の

挨拶の声や先生と生徒との挨拶の声が響き渡ります。

＜ STEP100 (Showa Total Education Project 100) ＞

　2007 年度から、授業力の向上を図り生徒の学力向上

を目指したステップ 100 のプロジェクトに取り組んで

います。その目標として「将来を見据えた進路実現に向

けて生徒全体の学力の向上を図り、計画的な部活動との

両立で、高校生活の満足度 100％を目指す」を実践すべ

く、学校全体で取り組んでいます。

＜キャリア教育＞　今年度、我が校では児童生徒キャリ

ア育成推進事業の研究協力校として、「押原小学校・押

原中学校との連携を通じた自己の能力と可能性を最大限

に生かすための勤労観・職業観の育成」をテーマに普通

科高校におけるキャリア教育の実践的研究を行っていま

す。
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● 学校紹介／大月市立梁川小学校・甲府昭和高等学校 ●

登校風景 エネルギー教育見学

倉岳山登山口にて 学習発表会の様子

学力向上プロジェクト
「STEP100」(Showa Total Education Project 100) 甲府昭和高等学校

地域人材と体験活動を取り入れた教育実践
〜主体的に活動する ｢ かしこい子 ｣ の育成をめざして〜　大月市立梁川小学校



　
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
、
当
セ
ン
タ
ー
の
組
織
再
編

に
よ
り
、「
教
育
相
談
部
」
と｢

特
別
支
援
教
育
部｣

が

統
合
し
、「
相
談
支
援
部
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
い
じ
め
・
不
登
校
等
児
童
生
徒
を
対
象
と
す

る
「
教
育
相
談
担
当
」
と
障
害
等
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒

を
対
象
と
す
る
「
特
別
支
援
教
育
担
当
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
か
ら
対
象
児
や
保
護
者
、
学
校
等
へ
多
面
的
な
支

援
を
行
い
ま
す
。

通
常
学
級
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育

　
山
梨
県
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
小
・
中
学
校
に
お
け
る

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
状
況
調
査
に
よ
る
と
、
小
中

学
校
の
通
常
の
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
中

で
、
医
師
等
の
専
門
家
に
よ
る
診
断
等
（
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
／

Ｈ
Ｄ
、
高
機
能
自
閉
症
等
）
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
の

割
合
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
別
支
援
学
級
の
み
な

ら
ず
、
通
常
の
学
級
に
お
い
て
も
多
く
の
児
童
生
徒
が
支

援
を
求
め
て
い
る
状
況
が
あ
り
、
特
別
支
援
教
育
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
通
常
の
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒

へ
の
き
め
細
や
か
な
教
育
的
支
援
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
セ
ン
タ
ー
特
別
支
援
教
育
部

が
平
成
二
十
一
年
度
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
通
常

学
級
に
お
い
て
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
の
在

籍
す
る
学
校
は
、
図

１
の
よ
う
に
全
体
の

七
十
五
・
三
％
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら

も
、
各
学
校
で
は
、

特
別
支
援
学
級
に
在

籍
し
て
い
る
児
童
生

徒
だ
け
で
な
く
、
通

常
の
学
級
に
在
籍

し
、
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
児
童
生

徒
へ
の
対
応
も
迫
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。し
か
し
、

各
学
校
で
は
、
よ
り

よ
い
支
援
の
在
り
方
を
暗
中
模
索
し
て
い
る
状
況
も
見
ら

れ
、
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
中
心
的
な
組
織
で

あ
る
校
内
委
員
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
校
内
委
員
会
が
支
援
の
必
要
な
児
童
生

徒
の
実
態
を
把
握
し
、
担
任
へ
の
支
援
や
助
言
、
校
内
体

制
で
の
支
援
方
法
、
外
部
機
関
と
の
連
携
等
、
特
別
支
援

教
育
推
進
の
た
め
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
機
能
を
発

揮
し
て
い
く
こ
と
が
、
教
育
的
支
援
の
充
実
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
研
修
会

　
特
別
支
援
教
育
担
当
で
は
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る

基
礎
的
、
普
遍
的
内
容
に
加
え
て
、
今
日
的
な
課
題
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
対
応
し
た
研
修
内
容
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
演
習
や
グ
ル
ー
プ
協
議
等
、
研
修
形
態
の
工
夫
を

行
い
、
実
践
力
の
向
上
を
図
る
研
修
会
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
管
理
職
等
の
基
本
研
修
、
発
達
障
害
の
理

解
や
指
導
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
、
心
理
検
査
法
、

障
害
児
の
心
の
ケ
ア
、
医
療
的
ケ
ア
等
、
十
四
の
研
修
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

教
育
相
談

  

発
達
の
遅
れ
や
そ
の
心
配
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
の
保

護
者
、
教
職
員
等
に
対
し
て
教
育
相
談
を
行
い
、
幼
児
児

童
生
徒
の
調
和
的
な
発
達
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
相
談
に
当
た
る
の
は
、
小
中
学
校
や
特
別
支
援
学
校

で
子
供
た
ち
と
接
し
て
き
た
経
験
豊
か
な
教
員
で
す
。
相

談
は
、
平
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
電
話

相
談
は
随
時
、
来
所
相
談
に
つ
い
て
は
電
話
予
約
が
必
要

で
す
。
特
別
支
援
教
育
巡
回
相
談
、
巡
回
就
学
相
談
な
ど

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

特
別
支
援
教
育
担
当
（
〇
五
五
―
二
六
三
―
四
六
〇
六
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

14

● 特別支援教育の充実を目指して ●

（図１）特別な支援が必要な児童生徒のいる学校数（小・中学校比）
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■考古博物館・文化財活用研修（教員対象）

　　県埋蔵文化財センターと県立考古博物館では、博学連

携のもと、総合的な学習の時間等で、より多くの学校

に積極的に活用していただくため、今年度から総合教

育センターの外部共催研修として「考古博物館・文化

財活用研修」を８月１０日（火）、１２日（木）に開催い

たします。

　　１日目は、考古博物館による施設見学、最新考古学の

成果や教育プログラムなどの講義と火起こし体験を、２

日目は、埋蔵文化財センターによる考古資料の取り扱

いと授業での埋蔵文化財活用法などの講義と土器作り

体験を行います。オプションとして３日目（１８日）に

土器焼きや石器作りなども行います。

　　２日間の研修を修了した受講者には、考古資料等の貸

し出しをいつでも受けられる修了証を交付しています。

■発掘体験セミナー（一般対象）

　　身近な埋蔵文化財に対する興味と関心を深め、地域学

習に活用いただけるよう、夏休み期間中など、半日単

位で実際に調査を行っている遺跡で発掘体験セミナー

を行っております。

■考古資料貸出・出前支援授業（学校対象）

　　授業で児童・生徒に直接さわったりすることのできる

遺物貸出キットを用意しておりますので、授業等での

活用をお願いいたします。また、職員が学校に出向い

て火起こしや土器作り・石器作り・勾玉作りなどの体

験型の授業を支援する出前支援授業も行っています。

　　このほかにも職場体験学習や講師の派遣なども行って

おりますので、お気軽にお問い合わせください。

◆お問い合わせ先　県埋蔵文化財センター

　電話 055-266-3016　FAX 055-266-3882

　URL:h t t p : / /www.p r e f . yamanash i . j p /ma i zou -

bnk/

 考古博物館・文化財活用研修と各種事業の紹介　県埋蔵文化財センター
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● 新教育委員就任／県埋蔵文化財センター／「レファレンスの道具箱　城郭について調べる」 ●

新
委
員
に

髙
野
孫
左
ヱ
門
氏
が
就
任

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
古
屋
知
子
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
後
任
の
教
育
委
員
と
し
て
髙
野
孫
左
ヱ
門
氏

が
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
二
十
二

年
三
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
三
日

ま
で
で
す
。

　
去
る
三
月
二
十
四
日
、
横
内
知
事
よ
り
辞
令
を

受
け
、
教
育
委
員
の
重
責
を
担
わ
せ
て
頂
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
創
業
四
百
四
十
二
年
目
を
迎
え
た
企
業
（
商

家
）
の
、
十
八
代
目
の
経
営
者
（
当
主
）
と
し
て

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
山
梨
で
生
活
を
す
る
方
々
に
必
要
な
も
の
を
提

供
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
使
命
で
あ
る
、
と
の

当
社
の
価
値
観
を
具
現
す
る
こ
と
が
代
々
の
課
題
・

役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
郷
土
山
梨
の
持
続
性
あ
る
発
展
・
成
長
は
大
き

な
関
心
事
で
あ
り
、
鍵
を
握
る
も
の
は
「
人
」
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
教
育
委
員
会
は
そ
の
「
人
」
に
関
わ
る
役
割
を

担
う
重
要
な
機
関
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
　

　
そ
の
委
員
会
の
一
員
と
し
て
、
転
換
期
に
あ
る

社
会
環
境
下
の
「
教
育
」「
文
化
」「
ス
ポ
ー
ツ
」

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
、
経
済
人
と
し
て
の
意
識
・

価
値
観
を
も
っ
て
臨
ん
で
参
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

● ひとこと ●

新委員

髙野孫左ヱ門

レファレンスの道具箱　＊城郭について調べる＊ 　山梨県立図書館

　　　☆ 日本各地の城郭を調べるには…
『国別城郭・陣屋・要害台場事典』（東京堂出版　2002）

明治維新時に存在した城郭を国別にまとめた事典です。

『日本城郭大系』全 20 巻（新人物往来社　1980）

小規模な城郭も「その他の城郭一覧」で網羅的に紹介しています。

☆ 城郭の構造を調べるには…
『城のつくり方図典』（小学館　2005）

城郭の内部構造や外観、石垣の様子、建造物の配置図について解説している資料です。城地の選び方にはじまり、

石垣・天守・御殿などの築城技術まで詳しく解説しています。

☆ 山梨の城郭を調べるには…
『定本山梨県の城』（郷土出版社　1991）

※今回紹介した資料以外にも関連資料がございます。ぜひご利用ください。



山梨の文化財

県
指
定
有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

　
　
甲

府

城

跡

出

土

飾

瓦

（

山

梨

県

）

（
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
指
定
）

　

甲
府
城
は
、
愛
宕
山
に
隣
接
す
る
一
条
小
山
と
呼
称
さ
れ
た
独
立
丘
陵
に
築
か
れ
た
近
世

城
郭
で
す
。
武
田
氏
滅
亡
後
、
甲
斐
に
は
豊
臣
秀
吉
の
一
族
重
臣
が
配
置
さ
れ
、
甲
府
城
築
城

は
主
に
浅
野
長
政
・
幸
長
父
子
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

飾
瓦
は
、
屋
根
の
大
棟
の
両
端
や
側
面
、
隅
棟
、
唐
破
風
な
ど
に
葺
か
れ
た
鬼
瓦
、
家
紋
付

き
鬼
瓦
、
足
元
瓦
、
板
瓦
、
鳥
衾
な
ど
を
指
し
ま
す
。
軒
丸
瓦
な
ど
と
比
較
す
る
と
、
装
飾
性

が
高
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
形
状
も
大
き
い
も
の
で
す
。
中
で
も
鬼
瓦
が
多
く
、
築
城
期
の
豊

臣
家
の
桐
紋
、
浅
野
家
の
違
い
鷹
の
羽
、
柳
沢
氏
の
花
菱
な
ど
の
家
紋
や
風
神
を
想
像
さ
せ
る

人
形
が
施
さ
れ
た
装
飾
鬼
瓦
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
表
面
に
は
金
箔
や
朱
が
施
さ
れ
た
も
の

も
あ
り
、
織
豊
系
城
郭
の
特
徴
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
金
箔
付
き
飾
瓦
は
城
郭
の
中
心
の
本
丸
周
辺
で
多
く
出
土
す
る
傾
向
に
あ
り
、
豊

臣
氏
支
配
を
誇
示
す
る
目
的
で
建
物
に
優
先
的
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
城
内
の
建
物
の
外
観
を
飾

る
瓦
は
、
支
配
者
の
象
徴
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
ま
す
。

作品タイトル

「手の中の風景」
題材名～私のとっておきの思い出～

　この作品は、私の思い出の場面を表現しまし
た。この風景は私の一番美しい場所です。
　私はこの風景を一枚の絵のように感じていま
す。こんな美しいところを忘れないように私の
心にしまっておきたいと思い、この作品をつく
りました。
　パネルの奥行きは２ｃｍです。その上に半透
明のビニール版をかぶせました。半透明な理由
は私の手の間の（ビニールをくりぬいた）場面
をより鮮明に見せるためです。また、パネルは
どこまでも続く青空を感じさせるためにフレー
ムにも空を表しました。

指導者：赤岡けさみ教諭

表紙を飾る

北
杜
市
立
須
玉
中
学
校
　

　
第
三
学
年小

林
　
美
早
紀

教
育
や
ま
な
し
（
二
三
一
号
）
平
成
二
十
二
年
六
月
十
日
　
発
行
／
山
梨
県
教
育
委
員
会
　
編
集
／
教
育
庁
総
務
課
　
〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
四
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
電
話
〇
五
五
（
二
二
三
）
一
七
四
一

主な行事予定

県
立
美
術
館

■
特
別
展

「
池
田
龍
雄
　
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
軌
跡
」

6
／
19
〜
7
／
19

■
美
術
館
・
文
学
館
共
同
特
別
展

「
く
じ
ら
ぐ
も
か
ら
チ
ッ
ク
タ
ッ
ク
ま
で

―
小
学
校
国
語
教
科
書
に
の
っ
た

思
い
出
の
お
話
原
画
展
―
」

7
／
25
〜
8
／
29

県
立
博
物
館

■
シ
ン
ボ
ル
展

「
実
在
し
た
山
本
菅
助
」　
　
　
6
／
5
〜
7
／
5

■
特
別
展

「
近
く
て
懐
か
し
い
昭
和
展
」　
7
／
17
〜
8
／
30

県
立
考
古
博
物
館

■
夏
季
企
画
展

「
縄
文
時
代
の
大
形
土
器
」　
　
7
／
17
〜
9
／
5

県
立
文
学
館

■
企
画
展

「
山
崎
方
代
展
　
右
左
口
は
わ
が
帰
る
村
」

　
5
／
1
〜
6
／
27

「声かけ　あいさつ」みんなで実践 !!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に E-mail 又は FAX して下さい。

　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055 － 223 － 1744

◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。

　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/kyouiku/46150769857.html

金箔付き鬼瓦　風神

金箔付き飾瓦　桐紋・葉


